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大阪府教育委員会
はじめに
大阪府における障がいのある幼児・児童・生徒の教育は、ノーマライゼーションの理念の下、「ともに学び、ともに育つ」教育を基本とし、将来、自らの選択に基づき地域社会で自立した生活を送ることができるよう、子どもたちの可能性を最大限に伸ばすことを大切にしてきました。

また、障がいのある子どもと周りの子どもが、「ともに学び、ともに育つ」ため、子どもたち一人ひとりがお互いに尊重し、個性を認め合い、他人への思いやりの心をはぐくめるよう取組みを進めてきました。
　精神疾患や精神障がいのある子どもたちに係る教育については、平成１６年３月に、「精神障がいについての理解をふかめるために」を作成し、精神疾患や精神障がいのとらえ方と実践事例について周知したところです。

　精神疾患や精神障がいについては、周りから見て分かりにくいため、社会においても、学校現場においても、十分に理解されていない状況があります。精神障がいは、具体的には気分が沈む、意欲が出にくい、考えがまとまりにくい等の精神症状により、学習や労働、日常生活、対人関係等生活に障がいがでてきます。学校の中にも、程度の差はあれ自覚がないままこのような症状に苦しんでいる子どもがいるかもしれません。

　精神疾患や精神障がいに係る教育をより促進するためには、精神疾患や精神障がいについての理解を更に深め、当事者の思いをしっかりと受け止めるとともに、学校や地域における様々な実践に学ぶことが必要です。

　そのため、府教育委員会としては、「精神障がいについての理解を深めるために」を改訂することとしました。改訂に際しては、今日における精神疾患や精神障がいについての知見、当事者の思いについて学ぶことができる資料、学校・地域NPO等が取り組んだ実践事例や教材・資料・展開等を収めるよう努めました。
　各学校（園）においては、精神障がいのある子どもの自校における実態や課題を明らかにするとともに、その理解を深め「ともに学び、ともに育つ」学校づくりをさらに推進していただきますよう、校内研修等で本冊子が活用されますことをお願いします。
　最後になりましたが、本冊子の改訂にあたりご協力頂きました関係者の方々には、お忙しい中、本当にありがとうございました。
大阪府教育委員会
市町村教育室小中学校課長
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